
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　殺虫剤と溶剤を含む原液と、液化石油ガス、ジメチルエーテルまたは液化石油ガスとジ
メチルエーテルとの混合物からなる噴射剤とを含有し、原液と噴射剤との割合（ｖ／ｖ）
が１：３～１：５であり、エアゾール 全体の噴射量が２０～１００ｍｌ／１０秒で、か
つ、溶剤の噴射量が４．０～１０ｍｌ／１０秒で ることを特徴とするゴキブリ用
エアゾール 。
【請求項２】
　噴射剤が液化石油ガスとジメチルエーテルとの混合物であり、エアゾール 全体の噴射
量が２７～４５ｍｌ／１０秒で、かつ、溶剤の噴射量が６～１０ｍｌ／１０秒であること
を特徴とする請求項１記載のゴキブリ用エアゾール 。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、ゴキブリを防除するエアゾール 、詳しくは、エアゾール 噴射 後の
ゴキブリの移動距離を顕著に抑制でき、且つ優れた殺虫効果を有するゴキブリ用エアゾー
ル に関する。
【０００２】
【従来技術】
　ゴキブリを防除する為に用いられる製剤の１つとしてエアゾールが挙げられる。エアゾ
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ールは従来から広く知られており、その使用が簡単であることから商品としても多くが上
市されている。そしてこれらはその効力を高めるための手段について様々な検討がなされ
ており、例えば、殺虫効力の強い殺虫剤を有効成分として用いたり、殺虫剤を含む原液の
組成物について検討したり、噴射量を調整するなどが行われている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　ところが、ゴキブリに対するエアゾールの効果は、常に使用者の満足できるものとは限
らず、ゴキブリの殺虫剤に対する抵抗性の発生、生活環境の変化、さらには法律上の規制
などによって変化している。その為に、従来より優れたエアゾールの開発がしばしば望ま
れている。
　例えば、ゴキブリは、俊敏性が高く、更に殺虫剤に対する抵抗性が発生しやすいことか
ら、エアゾール を噴射しても、暫く移動してしまう。これに対して多くの使用者は、ゴ
キブリがノックダウンするまで更に繰り返しエアゾール を噴射することになる。このよ
うに繰り返し噴射すると、エアゾール を無駄に使用することになるばかりか、使用者の
生活環境をも悪化させてしまう。
【０００４】
　本発明の目的は、上記の欠点を解決した従来より優れた新たなゴキブリ用エアゾール
を提供することにある。
　本発明の更なる目的は、エアゾール 噴射後のゴキブリの移動距離を抑制でき、それに
よってエアゾール の無駄な使用を減らすことができ且つ環境衛生上好ましく、更に殺虫
効果が優れるゴキブリ用エアゾール を提供することにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　本発明者らは鋭意検討した結果、下記の特定の構成のゴキブリ用エアゾール によって
上記の目的を達成することを見いだし、本発明に到達した。
（１）殺虫剤と溶剤を含む原液と、液化石油ガス、ジメチルエーテルまたは液化石油ガス
とジメチルエーテルとの混合物からなる噴射剤とを含有し、原液と噴射剤との割合（ｖ／
ｖ）が１：３～１：５であり、エアゾール 全体の噴射量が２０～１００ｍｌ／１０秒で
、かつ、溶剤の噴射量が４．０～１０ｍｌ／１０秒で ることを特徴とするゴキブ
リ用エアゾール 。
（２）噴射剤が液化石油ガスとジメチルエーテルとの混合物であり、エアゾール 全体の
噴射量が２７～４５ｍｌ／１０秒で、かつ、溶剤の噴射量が６～１０ｍｌ／１０秒である
ことを特徴とする上記（１）記載のゴキブリ用エアゾール 。
【０００６】
　本発明は、ゴキブリ用エアゾール において特定の噴射剤を用い、更に原液と噴射剤の
割合（ｖ／ｖ）を特定の範囲に設定し、且つエアゾール 全体の噴射量を２０～１００ｍ
ｌ／１０秒とし、原液に含まれる溶剤の噴射量を４．０～１０ｍｌ／１０秒とすることに
より、エアゾール をゴキブリに対して噴射処理した場所からのゴキブリの移動を顕著に
抑制する効果を有し、且つ優れた殺虫効果を発揮するゴキブリ用エアゾール を提供する
ことができる。
　具体的には、本発明のゴキブリ用エアゾール をゴキブリに向かって噴射すると、ゴキ
ブリをその場からほとんど移動することなくその活動を停止させることができ、且つ有効
に殺虫することができる
【０００７】
　前述の如く、従来のゴキブリ用エアゾールでは、噴射処理をしてもその場所からゴキブ
リがあちこちに移動するので、その活動が停止するまでエアゾール の噴射を続けてしま
う。
　しかしながら、本発明においては、ゴキブリ用エアゾール をゴキブリに対して噴射処
理した場所からのゴキブリの移動を抑制することができるので、噴射する回数を減らすこ
とができ、エアゾール の消費を少なくでき、無駄をなくすことができる。そして効果的
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にゴキブリをノックダウンさせることができるので、周囲環境へ噴射するエアゾール の
量が適正となり、人の生活環境の汚染を抑制できるという有用性がもたらされる。
【０００８】
　ゴキブリ用エアゾール において、特定の噴射剤を用い、更に殺虫剤の量を増やすこと
なく原液中の溶剤の量を従来よりも増やし、原液と噴射剤との割合〔ｖ／ｖ（容量／容量
）〕を１：３～１：５に調整し、エアゾール を噴射した際のエアゾール 全体の噴射量
を２０～１００ｍｌ／１０秒、溶剤の噴射量を４．０～１０ｍｌ／１０秒とすることによ
り、噴射された原液中の殺虫剤と所定量の溶剤が有効に相互作用し、ゴキブリに対して相
乗効果的に作用して、素早く且つ効果的にゴキブリをノックダウンさせることができ、且
つ優れた殺虫効果を発現させることができたものと考えられる。
　本発明の効果において、上記エアゾール 噴射後のゴキブリの移動距離の抑制効果は、
単なる殺虫効果とは異質のものである（即ち、殺虫効果が優れたものでも、エアゾール
噴射後のゴキブリの移動距離の抑制効果が良くなるとは限らない）。
【０００９】
【発明の実施の形態】
　本発明における殺虫剤と溶剤を含む原液と噴射剤との割合（ｖ／ｖ）は、１：３～１：
５となるように調整すればよい。
　本発明において、前記割合（ｖ／ｖ）が１：３未満であると、エアゾール 噴射後のゴ
キブリの移動距離の抑制効果が不十分となる。また、前記割合（ｖ／ｖ）が１：５を越え
ると、エアゾール 噴射後のゴキブリの移動距離の抑制効果が不十分となる。更に十分な
殺虫効果を得られないことがある
【００１０】
　本発明のゴキブリ用エアゾール はそれを噴射した際の溶剤の噴射量が４．０ｍｌ／１
０秒以上となる。ここで、溶剤の噴射量としては、５．０ｍｌ／１０秒以上が好ましく、
より好ましくは６．０ｍｌ／１０秒以上である。溶剤の噴射量としては、上限としては、
本発明の効果が奏されている量であれば特に制限はされないが、好ましくは１０．０ｍｌ
／１０秒程度である。溶剤の噴射量が４．０ｍｌ／１０秒未満であると、エアゾール 噴
射後のゴキブリの移動距離の抑制効果、更に殺虫効果が不十分となる。
【００１１】
　更に、本発明のゴキブリ用エアゾール は、エアゾール 全体の噴射量が２０～１００
ｍｌ／１０秒、好ましくは２５～７０ｍｌ／１０秒である大量噴射型である。これにより
本発明の効果がより有効に発現されるようになる。
　上記の溶剤及びエアゾール 全体の噴射量は１０秒あたりに噴射される量を意味し、エ
アゾール を１０秒間噴射し、その間に噴射された溶剤又は噴射物の量を測定することに
より得られる。
　このような大量噴射を可能とするための手段としては、目的とする噴射が可能となるバ
ルブ孔径やボタン孔径を選択したり、噴射圧を調整するなどの手段があるが本発明にいう
大量噴射が可能となる手段を選べばよい。
【００１２】
　本発明において、原液と噴射剤との特定の割合（ｖ／ｖ）、溶剤の噴射量及び大量噴射
型と、本発明の効果との関係を本発明の具体例を挙げて更に説明すれば次のとおりである
。
（Ａ）殺虫剤を０．５グラム含む原液５０ｍｌ（溶剤でトータル５０ｍｌとする）と噴射
剤２５０ｍｌ 大量噴射型エアゾール〔原液と噴射剤との割合（容量）、１：
５．００〕。
（Ｂ）殺虫剤を０．５グラム含む原液７０ｍｌ（溶剤でトータル７０ｍｌとする）と噴射
剤２３０ｍｌ 大量噴射型エアゾール〔原液と噴射剤との割合（容量）、１：
３．３３〕。
【００１３】
　上記（Ａ）と（Ｂ）のエアゾールは、本発明における効果を比べたときに、その噴射量
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が同じで（例えばどちらも従来のものより３倍程度増大された大量噴射型）、エアゾール
中の殺虫剤の量が同じであっても、（Ｂ）の方が（Ａ）より優れたものとなる。即ち、

原液中の溶剤の量を増やして噴射剤に対する原液の割合を特定量増やすことで、溶剤の噴
射量がより多くなり、本発明の効果をさらに増大させることができる。
　また上記（Ａ）のエアゾールにおいて、噴射量を増大させた（例えば５倍程度に）大量
噴射型エアゾールを（Ｃ）とした時、（Ａ）に比して（Ｃ）の噴射量がより多くなり、効
果はより優れたものとなる。本発明においては、噴射量が大きいほうが好ましい。
【００１４】
　本発明においては、有効成分である殺虫剤の量は増やさず、従来のゴキブリ用エアゾー
ルと比較して噴射後の雰囲気中の有効成分である殺虫剤の気中濃度は殆ど同じであるにも
かかわらず 記のように噴射後のゴキブリの移動距離を著しく抑制でき、且つその殺虫
効果も優れる。
　このことを具体的に説明する。
　 述の実施例のサンプル 述の比較例１のサンプル 、その噴射空間内の
殺虫剤（イミプロトリン）の濃度を求めた。
（測定方法）
　容積３３ｍ２  （３．５ｍ×３．５ｍ×２．７ｍ）のチャンバーに、壁から距離１ｍ、
高さ１ｍの位置に、内部にシリカゲル約３ｇが入ったサンプリング管（直径１５ｍｍ、長
さ１０ｃｍ）を取り付ける。
　このチャンバーの壁から０．５ｍ、高さ０．５ｍの位置より、上記各 を、チャ
ンバー内の床と壁の角に向かって所定時間噴射した。尚、噴射時間は、殺虫剤が噴射され
る量を両サンプルにおいて同じになるように設定した。
　上記サンプリング管の位置より、１５リットル／分で、チャンバー内の空気を３分間吸
入して、チャンバー内の空気中の噴霧粒子をシリカゲルの入ったサンプリング管で均一に
トラップする。
【００１５】
　サンプリングは、噴射直後より所定の間隔で、２０分間まで行い、シリカゲルにトラッ
プした殺虫剤を、ガスクロマトグラフィーを用いて分析を行い、次式により１ｍ 3  あたり
の殺虫剤の濃度を求めた。
殺虫剤の気中濃度（μｇ／ｍ 3  ）＝殺虫剤分析値（μｇ）／〔サンプリング流量（リット
ル／分）×吸引時間（分）×１０００〕
【００１６】
　尚、各々の において２回の測定を行い、その平均値をグラフにしたものを図１
に示す。図１は、噴射後の時間と各々の の噴射後の殺虫剤の噴射空間内の気中濃
度の関係を示すグラフである。図１をみると明らかなように、

と とでは、有効成分である殺虫剤の気中濃度は殆ど同じであっ
た。
　従って、このように噴射後の雰囲気中の有効成分である殺虫剤の気中濃度は殆ど同じで
あるにもかかわらず、本発明 のサンプルは、後述のように噴射後のゴキブリ
の移動距離を著しく抑制でき、且つその殺虫効果も優れる。従って、本発明の効果は、有
効成分の殺虫剤のみによらず、殺虫剤、溶剤、噴射剤とそれら量比、及びエアゾール 全
体の噴射量、溶剤の噴射量が適正に相互作用して、有効に発現されるものである
【００１７】
　尚、本発明のゴキブリ用エアゾール は 気に全量噴出させるものではなく、適宜繰
り返し噴射 る。
【００１８】
　本発明のゴキブリ用エアゾール における原液とは、殺虫剤と溶剤を含み、更にこれら
の他に、必要に応じて界面活性剤などを含む組成物である。
　殺虫剤としては、ピレスロイド系殺虫剤、有機リン系殺虫剤、カーバメイト系殺虫剤等
を挙げることができる。
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　ピレスロイド系殺虫剤としては、フラメトリン、シフェノトリン、フェノトリン、ペル
メトリン、レスメトリン、アレスリン、フタルスリン、エムペントリン、テフルスリン、
プラレトリン、イミプロトリン、トランスフルスリン（ベンフルスリン）等が挙げられる
。
　有機リン系殺虫剤としては、フェニトロチオン、クロルピリホス、マラソン、ジクロル
ボス、ピリダフェンチオン、トリクロルホン等が挙げられる。
　カーバメイト系殺虫剤としては、カルバリル、ベンフラカルブ、プロポキスル等を挙げ
ることができる。
　そして、上記ピレスロイド系化合物の殺虫効力を増強する化合物（共力剤）としては、
例えばピペロニルブトキサイド、オクタクロロジプロピルエーテル、Ｎ－（２－エチルヘ
キシル）－１－イソプロピル－４－メチルビシクロ〔２，２，２〕オクト－５－エン－２
，３－ジカルボキシイミド、イソボルニルチオシアノアセテートおよびＮ－（２－エチニ
ル）－ビシクロ〔２，２，１〕－ヘプタ－５－エン－２，３－ジカルボキシイミドなどが
挙げられる。
【００１９】
　本発明においてこの他の殺虫剤としては、ヒノキ、スギ及びヒバの精油、メントール、
キハダ類の抽出物、柑橘類の果皮及び種子からの抽出物、芳香族スルフォンアミド誘導体
、水酸化トリシクロヘキシル錫、４，４’－ジブロムベンジル酸イソプロピル、２，３－
ジヒドロ－２，２－ジメチル－７－ベンゾ〔ｂ〕フラニルニ－Ｎ－ジブチルアミノチオ－
Ｎ－メチルカーバメイト、シラン化合物、ケイ皮酸誘導体、酢酸シンナミル、ブフロフェ
ジン、イソプロチオラン、パラオキシ安息香酸エステル、ヨウ素化ホルマール、フェノー
ル類、フタル酸エステル、３－ブロモ－２，３－ヨード－２－プロペニル－エチルカルボ
ナート、モノテルペン系ケトン類、モノテルペン系アルデヒド類、モノテルペン系エポキ
サイド類、サリチル酸ベンジル、サリチル酸フェニルなどが挙げられる。
【００２０】
　また、殺虫剤としては、メトプレンなどの昆虫幼若ホルモン剤、プレコセンなどの抗幼
若ホルモン剤、エクダイソンなどの脱皮ホルモン剤等の害虫のホルモン剤、あるいは抗ホ
ルモン剤も挙げることができる。
【００２１】
　本発明において使用される殺虫剤の添加量としては、従来のゴキブリ用エアゾール に
おいて用いられている量を使用することができるが、目安としては溶剤に対して０．１～
２．０ｗｔ／ｖ％（重量／容量％）が好ましい。
【００２２】
　そして、上記殺虫剤以外にも各種の薬剤が添加できる。例えば、害虫忌避剤、殺菌剤、
防黴剤、消臭剤、芳香剤、着色料などを配合することもできる。
　害虫忌避剤として２，３，４，５－ビス（δ－ブチレン）－テトラヒドロフルフラール
、Ｎ，Ｎ－ジエチル－ｍ－トルアミド、ジ－ｎ－プロピルイソシンコロメート、ジ－ｎ－
ブチル酢酸、２－ハイドロキシエチルオクチル硫酸、２－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシア
ニソール、３－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシアニソール、シクロヘキシミド、β－ニトロ
スチレンシアノアクリルニトリル、トリブチル錫塩酸塩、トリニトロベンゼン－アニリン
複合体、ナフタリンなど、殺菌剤あるいは防黴剤としては、２，４，４’－トリクロロ－
２’－ハイドロキシジフェニルエーテル、２，３，５，６－テトラクロロ－４－（メチル
スルホニル）ピリジン、アルキルベンジルメチルアンモニウムクロライド、ベンジルメチ
ル－｛２－〔２－（ｐ－１，１，３，３－テトラメチルブチルフェノキシ）エトキシ〕エ
チル｝アンモニウムクロライド、４－イソプロピルトロポロン、Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ’
－フェニル－Ｎ’－（フルオロジクロロメチルチオ）スルフォンアミド、２－（４’－チ
アゾリル）ベンズイミダゾール、Ｎ－（フルオロジクロロメチルチオ）－フタルイミド、
６－アセトキシ－２，４－ジメチル－ｍ－ジオキシン、イソプロピルメチルフェノール、
Ｏ－フェニルフェノール、ｐ－クロロ－ｍ－キシレノール等が用いられ、消臭剤としては
、ラウリル酸メタアクリレートなど、そして、芳香剤としてはイグサの精油成分、ヒノキ
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の精油成分、シトロネラ、レモン、レモングラス、オレンジ、ユーカリ、ラベンダーなど
が配合できる。
【００２３】
　本発明において用いることができる溶剤としては、脂肪族炭化水素類、芳香族炭化水素
類、ハロゲン化炭化水素類、アルコール類、エーテル類、エステル類等を挙げることがで
きる。
　これら溶剤としては、例えば、ヘキサン、ケロシン（灯油）、ｎ－ペンタン、ｉｓｏ－
ペンタン、シクロペンタン等の脂肪族炭化水素類：ベンゼン、トルエン、キシレン等の芳
香族炭化水素類：ジクロロメタン、四塩化炭素等のハロゲン化炭化水素類：エタノール、
イソプロピルアルコール、エチレングリコール、ブチルジグリコール等のアルコール類：
アセトン、メチルエチルケトン、ジエチルエーテル等のエーテル類：酢酸エチル、ミリス
チン酸イソプロピル等のエステル類を挙げることができる。
　この他にもアセトニトリルなどのニトリル類：ジメチルホルムアミドなどのアミド類：
大豆油、綿実油等の植物油、及び水などを使用することができる。さらにはこれらの混合
溶剤であってもよい。
　本発明においては、溶剤としては有機溶剤が好ましく、より好ましくはアルコール類、
芳香族炭化水素類、脂肪族炭化水素類である。更に好ましくは炭素数１０～１６個の脂肪
族炭化水素類が挙げられる。
　本発明における溶剤の含有量としては、上記原液と噴射剤との割合を満たし、溶剤の噴
射量が上記範囲になるような量であればいずれでもよいが、目安としてエアゾール 中１
６ｖ／ｖ％～２５ｖ／ｖ％が好ましい。このような溶剤の含有量とすることで、本発明の
効果をより有効に発現させることができる。
【００２４】
　本発明において界面活性剤としては、例えば、ソルビタンモノオレート、ソルビタンモ
ノラウレート、ポリオキシエチレンノニルフェニルエーテル、ポリオキシエチレン硬化ヒ
マシ油、デカグリセリンモノオレートなどが挙げられる。
【００２５】
　また、界面活性剤は、主に溶剤に殺虫剤を乳化、分散もしくは可溶化するために使用す
ることができるが、本発明の殺虫効果を高める場合もありうる。界面活性剤の添加量とし
ては、目的とする効果が得られる量を適宜加えればよく、溶剤と殺虫剤との親和性に影響
されるが、例えば、原液中０．５～１０ｗｔ／ｖ％％程度を加えればよい。
【００２６】
　本発明において噴射剤としては、液化石油ガス（ＬＰＧ）、ジメチルエーテル（ＤＭＥ
）またはこれらの混合物を用いる。
　本発明において、エアゾール 中の噴射剤の量としては、上記原液との割合を満たすよ
うな量であればよい。
【００２７】
　本発明のゴキブリ用エアゾール は、主に溶剤と殺虫剤を含む原液と噴射剤とからなり
、これらを加圧充填できる容器 定量を所望の空域にスプレー 。
　 プレーする為の手段としては、 大量噴射を行う上で
はその操作性からいってトリガータイプのものが好適な手段として挙げられる。
【００２９】
【実施例】
　以下に実施例によって、本発明をさらに詳しく説明するが、本発明はこれらに限定され
るものではない。
実施例１
（ の噴射後の移動距離の試験）
（１）試験サンプルの作成
〔サンプル１〕（原液：噴射剤＝１：３．４４（ｖ／ｖ））
　エアゾール （全量３００ｍｌ）として、殺虫剤（イミプロトリン０．６重量％）を含
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む原液（溶剤として１号灯油）６７．５ｍｌと噴射剤（ＤＭＥおよびＬＰＧ、比率５４．
５：４５．５）２３２．５ｍｌをエアゾール用容器に充填した。
　そして噴射量が２７ｍｌ／１０秒となるように調整した大量噴射型エアゾールを得た。
ここで、溶剤の噴射量としては、６ｍｌ／１０秒である。
【００３０】
〔サンプル２〕（原液：噴射剤＝１：３．４４（ｖ／ｖ））
　エアゾール （全量３００ｍｌ）として、殺虫剤（イミプロトリン０．６重量％）を含
む原液（溶剤として１号灯油）６７．５ｍｌと噴射剤（サンプル１と同じもの）２３２．
５ｍｌをエアゾール用容器に加圧充填した。
　そして噴射量が４５ｍｌ／１０秒となるように調整した大量噴射型エアゾールを得た。
ここで、溶剤の噴射量としては、１０ｍｌ／１０秒である。
【００３１】
〔比較例１のサンプル〕（原液：噴射剤＝１：１．２２（ｖ／ｖ））
　エアゾール （全量３００ｍｌ）として、殺虫剤（イミプロトリン１．５重量％）を含
む原液（溶剤として１号灯油）１３５ｍｌと噴射剤（上記サンプル１と同じ）１６５ｍｌ
をエアゾール用容器に充填した。
　そして噴射量が９ｍｌ／１０秒となるように調整したエアゾールを得た。ここで、溶剤
の噴射量としては、４ｍｌ／１０秒である。
【００３２】
〔比較例２のサンプル〕（原液：噴射剤＝１：５．６７（ｖ／ｖ））
　エアゾール （全量３００ｍｌ）として、殺虫剤（イミプロトリン０．９重量％）を含
む原液（溶剤として１号灯油）４５ｍｌと噴射剤（サンプル１と同じ）２５５ｍｌをエア
ゾール用容器に加圧充填した。
　そして噴射量が２７ｍｌ／１０秒となるように調整した大量噴射型エアゾールを得た。
ここで、有機溶剤の噴射量としては、４ｍｌ／１０秒である。
【００３３】
（２）供試虫
　クロゴキブリ成虫雌（ Periplaneta fuliginosa）およびチャバネゴキブリ雌成虫（ Blat
tella germanica）を試験に用いた。
（３）試験方法
　容積３５ｍ 3  のチャンバー内の床面に、半径１０～７０ｃｍの同心円を書いた模造紙を
敷き、その円の中心部に供試虫１０頭を入れた円筒（直径２０ｃｍ、高さ４５ｃｍ）を置
き、円筒上部に、中央に５ｃｍの孔が開いた蓋をした。次にサンプルを蓋の孔から６秒間
噴射し、その後直ぐに円筒を除去し、床面に敷いた同心円上での供試虫の状況を観察し、
併せて同心円中央部からの移動距離を測定した。（図２参照）
【００３４】
　供試虫の移動距離（ｃｍ）についてはＭＤ５０値（供試虫の５０％がノックダウンする
までに上記円の中心から移動する距離）およびＭＤ９５値（供試虫の９５％がノックダウ
ンするまでに上記円の中心から移動する距離）を測定した。
　さらに、ノックダウンした供試虫を別の容器に移して観察を続け、噴射後２４時間にそ
の致死率（％）も算出した。
　なお試験結果は上記試験を２回行った時の値の平均値で示した。
　本試験の概略を図２に、また試験結果を第１表に示した。
【００３５】
【表１】
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【００３６】
（４）試験結果
　クロゴキブリに対する効果（第１表）において、本発明 ンプル１と２は、いずれも
比較例１サンプルおよび比較例２サンプルより、噴射後のクロゴキブリの移動距離が著し
く小さく、且つその殺虫効果も十分であった。
　比較例２のサンプルは、溶剤の噴射量が本発明の範囲内 るが、原液と噴射剤の割合
が本発明の範囲から外れているため、噴射後のクロゴキブリの移動距離が大きくなってし
まった。従って、本発明においては、本発明の原液と噴射剤の割合及び溶剤の噴射量のす
べてを満たさないと、本発明の効果が得られないことが判る。
　上記試験をチャバネゴキブリについても行ったところ、上記と同様の結果が得られ、本
発明のサンプル１、２は噴射後の移動距離が著しく小さく、且つその殺虫効果も十分であ
った。
【００３７】
実施例２
（ノックダウン試験）
　上記実施例１において用いた本発明のサンプル１及び２、比較例１及び２用サンプルを
用いてＫＴ５０（５０％の供試虫がノックダウンする時間（秒））及びＫＴ９０（９０％
の供試虫がノックダウンする時間（秒））及び２４時間後の致死率を測定した。測定方法
と評価方法を下記に示す。
　ノックダウン試験の概要を図３に示す。カップ１（直径１０ｃｍ、深さ１０ｃｍ）に、
１０匹のクロゴキブリ（供試虫２）を入れる。クロゴキブリを入れたカップを床面に対し
て斜めに設置し、カップ１から約５０ｃｍ離れ、床面からの高さ約４０ｃｍのところから
、各サンプル（検体３）を１秒間噴射する。
　噴射後、直ちにクロゴキブリを観察容器（直径５０ｃｍ、高さ１２ｃｍ）に移し、時間
経過毎にクロゴキブリのノックダウン数を記録する。また、ノックダウンの観察終了後、
クロゴキブリを別の清潔な容器に移し、餌と水を与えて２４時間後の死亡数を記録した。
　これらの結果を下記第２表に示す。
【００３８】
【表２】
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【００３９】
　第２表を見ると、本発明のサンプル１及び２は、比較例１及び２のサンプルと比較する
と、ＫＴ５０値とＫＴ９０値において、著しく優れていることが判る。また、本発明のサ
ンプル１とサンプル２を比べると、噴射量のより多いサンプル２のほうが優れていること
が判る。
【００４０】
【発明の効果】
　本発明のゴキブリ用エアゾール は 射処理した場所からのゴキブリの移動を抑制す
る効果に優れており、従来 うにゴキブリの活動が停止するま 射し続ける必要がな
く、エアゾール の無駄な消費を軽減でき且つ環境衛生上でも好ましく、更に殺虫効力も
優れている。
【図面の簡単な説明】
【図１】　 噴射後の殺虫剤の気中濃度 間
変 示すグラフを示す図である。
【図２】　エアゾール を噴射した の移動距離を測定する試験の概略を示すため
の図である。
【図３】　 ックダウン試験の概略を示すための図である。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

(10) JP 3922659 B2 2007.5.30



フロントページの続き

(74)代理人  100066429
            弁理士　深沢　敏男
(74)代理人  100093573
            弁理士　添田　全一
(72)発明者  河本　尚一
            岡山県赤磐郡山陽町桜ヶ丘西６－２８－５
(72)発明者  堤　周作
            兵庫県赤穂市塩屋１１２２－２８
(72)発明者  安藤　秀紀
            兵庫県赤穂市中広１３５８－３

    審査官  守安　智

(56)参考文献  特開平０２－１７３０８４（ＪＰ，Ａ）
              特開平０９－０６７２０４（ＪＰ，Ａ）
              特開昭５９－１７２４０４（ＪＰ，Ａ）
              特開昭５９－０８４８０１（ＪＰ，Ａ）
              特開昭５８－０４１８０１（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              A01N 25/06

(11) JP 3922659 B2 2007.5.30


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

